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1.はじめに 
近年，インターネット，および，その上で利用で

きる電子メール（e-mail）の普及が進んでいる．つ

い数年前までのごく限られた人しか利用していない

という状況は一変し，コンピュータを使い始めたば

かりの人たちにも利用されるようになってきている．

今後も利用の拡大はさらに進むと予想される． 
我々は，既存の電子メール環境の問題点である，

主にコード文字しか書くことができないこととキー

ボードの使用が必須であることを解決するために，

電子メール環境にペン入力を採用した手書き電子メ

ール環境の研究を行っている☆1 [1,4,5]． 
手書き電子メール環境の本質は，手書きの情報を

含んだディジタル文書を送受信する一つの手段を提

供することである．この点に注目すると様々な用途

への利用が考えられる．本稿では手書き電子メール

環境の特徴を述べた後，その応用について考察する． 

2.手書き電子メール環境の特徴 
手書き電子メール環境の最大の特徴は，従来の電

子メールで送ることができるコード文字に加えて，

直線や四角形といった図形，そして，手書きで書い

た文字や絵（ディジタルインク）を含んだメッセー

ジをそのまま送れることである（図 1）． 
キーボードを使わなくてもメールを書くことがで

きるので，初心者や幼・老年者への電子メール普及

を促すことが期待できる．また，絵図を描けること

で，コード文字だけのメールに比べ表現力が豊かに

なるというメリットを，これまで電子メール環境を

使っていた人にも与える． 
実際に，手書き電子メール環境を実現するアプリ

ケーションとして手書き電子メーラを開発し[1]，
それを利用してもらったところ，キーボードを用い

ずにメールが書けることや，手書きで文字や絵が書

けることが好評であった[5]． 
手書き電子メールの内容はビットマップ形式では

なく，ドロー（ベクトル）形式としている．このこ

とで，書いている状況の再現や手書き文字の認識，

そして，どの情報をだれがいつ書いたのかの識別が

可能となる．データ形式には我々が設計し公開して

いるHandsDraw☆2[1,4]を用いている． 

 
図1 手書き電子メール 

3.手書き電子メール環境の応用利用が適する用途 
手書き電子メール環境を用いることで，手書きの

情報を含んだディジタル文書を送受信できる．この

ことから，今まで紙を用いて行っていた書類の受渡

しを，インターネットを通して行う手段として用い

ることができる．そして，紙を用いたときよりも容

易にコンピュータによる情報処理を施せるという利

点を与えてくれる．特に，手書きの情報を送受信で

きる点に注目すると，アンケートや通信教育におけ

る答案用紙とその解答，そして，近頃話題になって

いる住民票などの帳票（フォーム）文書の受渡しに

適すると考えられる． 
アンケートは従来の電子メールを利用しても行わ

れているが，紙を用いたときに比べ記入，特に選択

肢の選択記入が面倒という問題がある[2]．通信教

育も従来の電子メールを用いて行われている例があ

る．しかし，キーボードでコード文字を書くことし

かできないため，数学教育指導で最も重要な解答を

導くまでの過程を書かせることができなかったり，

図を含む解答が書けず，教育効果を十分にあげられ
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☆1 http://hands.ei.tuat.ac.jp/penmail/ 
☆2 http://hands.ei.tuat.ac.jp/handsdraw/ 
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ない．また，住民票請求のような自治体での帳票文

書受渡しにインターネットを使うことが検討されて

いるが，従来のコード文字ベースの電子メールや

WWW を使った場合，アンケートのときと同様の

問題が生じる．特に，インターネットを用いる最大

の利点は，高齢者など市役所まで足を運ぶのが困難

な人でも自宅から書類提出ができるようになること

である．しかし，キーボードを使わなければならな

いのでは，別の余計な負担をかけることになる． 
手書き電子メール環境ならば，紙を用いたときと

同じように，選択マークや解答過程，図，そして，

住所や名前を手書きで簡単に書くことができ，上記

の問題点を解決できる（図 2）． 

該当する回答番号に○をご記入ください．

手書き電子メール環境をおもしろいと思い

ますか？

1. とてもおもしろい

2. おもしろい

3. おもしろくない

問題１

         １４

       ×２１

   

☆☆☆申請書

住所

氏名

月 日

アンケート回答 数学添削

帳票文書

 
図2 手書き情報を含んだディジタル文書 

4.技術課題 
前節に示したような用途に手書き電子メール環境

を用いる場合，いくつかの技術課題が残されている． 
帳票における住所や氏名の記入では簡単に記入で

きる手書きでも，慣れている人にとっては速く記入

できるキーボードでも可能とし，また，手書き入力

では手書きのままでも，手書きのまま送りたくない

場合は文字認識を施すことも可能とすべきである．

つまり，コード文字と手書き文字を同様に扱えるよ

うにすべきと考える（Seamless ink and code）．

現在の手書き電子メーラでは，コード文字と手書き

文字は全く別の情報として扱っている．この点の拡

張を含め，用途に合わせた入力インタフェースの研

究が必要である． 
また，我々の研究室では，紙の帳票への記入にコ

ンピュータを利用するシステムの研究を行っている

[3]．この研究を通して，帳票をディジタル化する

上で記録すべき情報を得ている．しかし，ディジタ

ル文書を表現するデータ形式であるHandsDraw の

現在の版ではそのすべてを記録することができない．

先に述べたコード文字と手書き文字を同様に扱う情

報の表現を含めてHandsDraw の拡張が必要である． 
さらに，コード文字と手書き文字を区別しない検

索処理[6]や，集計の簡略化を考慮すると，手書き

の選択マークなどを認識する処理の研究も必要であ

る． 

5.おわりに 
本稿では手書き電子メール環境の特徴を活かす応

用利用として，アンケートや通信教育における解答

用紙とその解答，帳票文書の受渡しへの利用につい

て考察した． 
現在，我々の研究室では先に示した課題を解決し，

手書き情報を含んだディジタル文書を受渡しするシ

ステムの研究を続けて行っている．なお，本稿では

手書き電子メール環境をディジタル文書を送受信す

る手段として位置づけたが，それはHandsDraw で

表現されたディジタル文書を送受信する一つの例で

あり，WWW などを用いたシステムへの拡張も検

討している． 
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